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スピンドル軸の溝部分にスパナ12mmを掛けて固定



コレットナットの溝部分に付属のスパナ14mmを掛け、反時計方向に回す



コレットを緩める



工具を抜き取る



コレットナットからコレットを外す



交換するコレットの表面がコレットナットと平行になるように入れ、
振っても落ちないことを確かめる

（コレットが傾いたまま入れると故障の原因となるので注意）



別の工具を挿入



コレットナット及びスピンドル軸を再度スパナで固定し、

時計方向に回して工具を固定



工具を引っ張っても抜けないことを確認



完了




